００－００－０００００　みほんはなこ
[bookmark: _Hlk81211300]　近年、新聞やテレビなどでよく耳にする機会が増えた「ＳＤＧｓ（エスディージーズ）」という言葉。ＳＤＧｓとは（持続可能な開発目標）の略称であり、２０１５年９月の国連サミットにおいて全会一致で採択されたもので、国連加盟１９３か国が２０３０年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。
　持続可能な世界を実現するための１７のゴール（Ｇｏａｌ）と１６９のターゲットから構成され、「地球上の誰一人として取り残さないこと」を誓っています。ＳＤＧｓは発展途上国のみならず先進国自身が取り組む普遍的なものであり、日本でも積極的に取り組んでいます。政府や企業だけでなく、毎日の暮らしの中で私たち一人ひとりにもできることは数多くあります。例えば、「食べ残しを減らす」「マイバック・マイボトルを持参する」「電気をこまめに消す」「プラスチックストローやカップの利用を減らす」など、ちょっとした行動もＳＤＧｓ貢献となるのです。
　私たち一人ひとりが身近な課題を「自分ごと」として捉え、それぞれの活動や生活の中に浸透させていくことがこの目標を達成する第一歩となります。自分たちや未来の子どもたちのために、人権や環境、経済などについてどのような貢献ができるかを考えることが大切なのです。
